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 毎月 

開催 

TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。  

前神奈川県議会議員 

無料生活・法律相談 

木佐木 ただまさ news 

 

前県会議員 Profile 

‣1984年山口県出身  

‣鶴見区馬場在住 ‣神奈川大

学法学部卒 ‣横浜健康友の

会会長 ‣横浜東民商顧問  

  

 

き さ き 
見解を紹介します 

県政に再びチャレンジ 
5 月 10 日、神奈川県庁で次期県議会議員選挙におい

て鶴見区から再挑戦することを表明してきました。日

本共産党としては、神奈川県議会に 9 つ以上の議席を

得ることを目標としています。これは、議会の定数の 12

分の 1 以上の議員で条例などの議案を提出できるよう

になるため、105の定数である神奈川県議会においては

9議席が必要となるからです。 

前回のニュースでも紹介した県営住宅の学生入居な

ど、県議時代に取り組んできた課題が前進しているも

のがある反面、県が進めてきた未病産業の推進は健康

に生きられるかがお金のあるなしに左右される恐れが

あり、誰もが健康で長生きできる社会を実現する県の

責任を放棄するものです。 

 

食料支援、暮らしの相談活動を通じて

見えた切実な実態 
233票差で惜敗してから 3年間、元県議として、また

「よこはま健康友の会」の会長として、地域の要求実現

運動に携わってきました。コロナ禍によって生活困窮

が増える中、学生向けの食料支援のお手伝いや、友の会

として地域の方への食料支援や医療・健康相談などを

行い「これで何とか生き延びられそうです」といった切

実な声を聞いてきました。政治の役割は、こういった声

に寄りそい、支援するための具体的な施策を打ってい

くことだと強く感じました。今の、何でもかんでも住民

に責任転嫁を進めようとする県政を変えたいと決意し

ています。 

 

住民の暮らし最優先の政治へ 
なかなか住民の目が届きにくい県政ですが、コロナ

によって医療資源などを差配する広域自治体としての

県の役割や市町村の要望をまとめ国に伝えていく橋渡

し役としての重要性が少し伝わってきたのではないで

しょうか。 

住民の側に立ち、国に立ち向かう神奈川県に変えて

いくために力を尽くしていきたいと思います。 

 

県庁で会見する様子 5/10 

 

【宣伝日程】 
毎週月曜 7:30-8:00 東高校バス停 or白幡バス停 

毎週火曜 7:00-8:00 鶴見駅西口 

18日水曜 18:30-19:30 鶴見駅東口 

毎週木曜 7:00-8:00 鶴見駅東口 

 

ビラまきやプラスターを持っていただくだけでも大

変ありがたいです。ご協力お願いします。 

ニュース配布にご協力を 
日本共産党が発行するニュースをご近所で配布

していただけないでしょうか。 

100枚程度から OK。事務所までご連 

絡を。 

または、県ボランティアセンター 

にご登録を。→の QRコードから 

入ってください。 

 
 


